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那
珂
川
町
の
平

成
26
年
度
予
算

は
、
町
総
合
振
興

計
画
後
期
計
画
の

着
実
な
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、

「
働
く
喜
び
を
実

感
で
き
る
町
」「
我

が
子
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
成
長
が
実
感

で
き
る
町
」「
年

老
い
て
も
安
心

で
、
充
実
し
た
生

活
が
実
感
で
き
る

町
」
を
目
標
と
定

め
、
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
安
全
・
安

心
な
生
活
基
盤
の

構
築
を
図
り
な
が

ら
、
効
果
的
・
効

率
的
な
運
用
を
基

本
に
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
一

般
会
計
予
算
は
、

90
億
円
と
な
り
、

前
年
度
予
算
に

対
し
、
７
億
２
，

０
０
０
万
円
の
増

（
８
・
７
％
増
）
と

積
極
型
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
。
そ

の
主
な
要
因
は
、

庁
舎
整
備
事
業
の

本
格
的
実
施
や
、

消
防
庁
舎
整
備
事

業
費
負
担
金
の
増

額
、
馬
頭
中
学
校

体
育
館
新
築
工

事
、
小
川
運
動
場

整
備
事
業
な
ど
の

ほ
か
、
新
た
に
基

金
積
立
と
な
る
南

那
須
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
保
健

セ
ン
タ
ー
施
設
整

備
基
金
積
立
金
負

担
金
な
ど
が
増
額

と
な
っ
た
た
め
で

す
。

自主財源は全体予算の37.5％に投資的経費は15.5％に
　歳入の構成については、大きく分けて自主財源（町税や
使用料、手数料など町独自でまかなえるもの）と依存財源
（地方交付税、国・県支出金、町の借金である町債等）の
２つに分けられます。
　自主財源については、町の主力財源である町税は微減と
なりますが、使用料及び手数料などが減少傾向にあるた
め、より一層の自主財源確保に努めるとともに、財政調整
基金、地域振興基金等の基金を充当しています。
　また、依存財源は、各種交付金は減少するものの、国庫
支出金、県支出金が増額となります。町債については大型
事業に対応するため増額となりますが、充当事業の厳選に
努め、将来の財政負担に支障が少ない過疎対策事業債、合
併特例事業債を活用することとします。さらに、国の平成
26年度地方財政計画を勘案し、地方交付税は30億円、財源
補てんのための臨時財政対策債は3億円を計上いたしまし
た。
　一般会計予算を財源別に見てみると、自主財源は、33億
7,617万円で、構成比は37.5%となっています。自主財源の
中心となる町税は、18億2,201万円で歳入全体の20.2%と
なっています。また、依存財源は56億2,383万円で、構成
比は、62.5%となっています。依存財源の核となる地方交
付税は、30億円で歳入全体の33.3%を占めています。

　歳出については、行財政改革の本旨を念頭に一層の経
費節減に努め、財政の健全化の確保に配慮しながらも、
総合振興計画の具現化に向けて事業を導入することとし
ました。また、魅力ある地域社会の形成を進めるため、
各種事務事業の費用対効果を再検証して予算編成いたし
ました。主な事業については、総務費では、庁舎整備事
業、消防庁舎整備事業費負担金や、ケーブルテレビ事業
特別会計繰出金のほか、戸籍、税務など町を運営する経
費です。
　民生費の主なものは、障がい者福祉サービスや児童手
当支給事業費等の福祉サービス経費のほか、後期高齢者
医療特別会計や介護保険特別会計繰出金などです。
　教育費の主なものは、小川小学校施設整備事業、馬
頭中学校施設整備事業や、スクールバスの配備、コン
ピューター教育の推進など小・中学校の運営に係るも
の、各種教室、講座の開催など社会教育事業の経費な
ど、生涯学習に関する経費です。
　公債費は、臨時財政対策債や過疎対策事業債などの町
債の元金及び利子の支払に関する経費です。
　このほか、衛生費は、予防接種や健康診断、ごみ処理
などの経費、土木費は、道路や住宅などの経費、消防費
は、7分団30部の非常備消防団組織の経費や、消防庁舎
整備事業費負担金のほか、災害復旧等支援金など、農林
水産業費は、農業委員会や農林業の振興のほか、新たな
棚田オーナー制度支援事業などです。
　歳出の性質別内訳は、建設事業費などの投資的経費と
人件費や物件費などの消費的経費、公債費などのその他
の経費の3つに分けることができます。投資的経費は、
13億8,940万円で、構成比は15.5%、消費的経費は、
51億2,372万円で、構成比は56.9%となりました。
　また、その他の経費は、24億8,688万円で、構成比は
27.6％となっています。

歳入歳入

（1.5％）
（1.1％）

90億円

用
語
の
説
明

【
歳
　
入
】

●
自
主
財
源　

町
が
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
の
こ
と
で
、
町
税
、

分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
、

手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、

繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
な
ど

●
依
存
財
源　

国
や
県
の
基
準
に

基
づ
き
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
町
の
収
入
。
地
方

交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
債
な
ど

●
町
税　

町
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
町
民
か
ら
の
税
金

●
繰
入
金　

基
金
か
ら
一
般
会
計

に
組
み
入
れ
る
お
金

●
使
用
料
及
び
手
数
料　

施
設
な

ど
の
使
用
料
や
住
民
票
な
ど
の
手

数
料

●
地
方
交
付
税　

町
の
財
政
状
況

に
応
じ
て
国
税
の
一
部
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

●
町
債　

財
務
省
や
金
融
機
関
か

ら
の
借
入
金

●
国
庫
支
出
金　

特
定
の
事
業
の

経
費
に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
支

出
さ
れ
る
お
金

●
県
支
出
金　

特
定
の
事
業
の
経

費
に
充
て
る
た
め
、
県
か
ら
支
出

さ
れ
る
お
金

【
歳
　
出
】

●
消
費
的
経
費　

人
件
費
、
扶
助

費
、
物
件
費
、
維
持
修
繕
費
、
負

担
金
補
助
及
び
交
付
金
等
で
、
そ

の
経
費
の
支
出
効
果
が
そ
の
年
度

限
り
又
は
極
め
て
短
期
的
に
終
わ

る
も
の
を
い
い
、
後
年
度
に
形
を

残
さ
な
い
性
質
の
経
費

●
投
資
的
経
費　

そ
の
支
出
の
効

果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
、
施

設
等
が
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将
来
に

残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
公
園
、
学
校

な
ど
の
建
設
や
大
規
模
修
繕
な
ど

●
そ
の
他
の
経
費　

公
債
費
、
積

立
金
、投
資
及
び
出
資
金
、貸
付
金
、

繰
出
金
な
ど

●
過
疎
対
策
事
業
債　

過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ

れ
る
建
設
事
業
に
充
て
ら
れ
る
起

債
で
あ
り
、
元
利
償
還
金
の
７
割
が

交
付
税
措
置
さ
れ
る
有
利
な
起
債

●
合
併
特
例
事
業
債　

合
併
後
の

市
町
村
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確

立
、
均
衡
あ
る
発
展
及
び
施
設
の

統
合
等
の
た
め
の
建
設
事
業
に
充

て
る
起
債
で
あ
り
、
元
利
償
還
金

の
７
割
が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
有

利
な
起
債

●
臨
時
財
政
対
策
債　

町
の
財
源

不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
特
例

的
に
認
め
ら
れ
る
地
方
債
。
従
来

は
こ
の
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る

た
め
交
付
税
と
し
て
町
に
配
分
さ

れ
て
き
た
が
、
平
成
13
年
度
か
ら

は
町
が
直
接
借
り
入
れ
る
方
式
に

切
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
元

利
償
還
金
は
後
年
度
交
付
税
措
置

さ
れ
、
い
わ
ば
交
付
税
の
肩
代
わ

り
と
言
え
る
も
の

平成26年度

予 算

歳出歳出 90億円
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平成２６年度予算の主要施策（一般会計）
安全・快適なユニバーサルデザインのまちづくり

人を育て未来を拓くまちづくり

改革への道

人がにぎわい活力あるまちづくり

笑顔あふれる元気で心あたたかなまちづくり 豊かな自然と共生する
まちづくり

一般会計・特別会計・企業会計予算額（前年との比較）

財政力指数の推移 一般会計当初予算の推移

町民１人当たりの目的別の予算額は（平成26年３月１日現在人口18,268人）

○町道新設改良事業	 ２０９，３９０千円
○地方道路交付金事業	 ２３１，５００千円
○デマンド交通運行事業	 ２０，８３３千円
○馬頭烏山線運行事業	 ８，０００千円
○消防施設整備事業・消防ポンプ自動車購入費［２台］等	 ４４，３７３千円
○消防庁舎那珂川署整備事業費負担金	 ３２６，６１３千円

○小川小学校施設整備事業・駐車場整備工事、太陽光発電設備設置工事
７９，９２７千円

○馬頭中学校施設整備事業・体育館新築工事	 ３６９，２８０千円
○文化振興事業	 ５４，０２２千円
○国際交流事業	 ５，２７３千円
○馬頭高等学校通学費等の助成	[新規]	 ３，０００千円
○体育施設整備事業	[新規]・小川運動場、テニスコート、駐車場整備工事等	 １４８，９６８千円

○協働によるまちづくり推進事業	 ８００千円
○地域おこし協力隊事業	[新規]　	 ８，０４１千円
○産学官連携事業　　　	 ５２０千円
○庁舎整備事業　　	 １５７，０８４千円

○農業振興事業	 １５，４７２千円
○農業基盤整備促進事業	 ４２，２５０千円
○棚田オーナー制度支援事業［新規］	 　３００千円
○イノシシ肉加工事業　　　　　　　	 １３，４３１千円
○中小企業振興資金事業［拡充］　　　	 １４４，１３０千円
○商工業の振興事業　　　　　　　　　	 　１８，８１５千円
○観光振興事業　　　　　　　　　　	 　　５９，３９７千円

○健康増進事業	 ３１，５２７千円
○予防接種事業	 ４１，６５５千円
○障害者福祉費	 ３１８，３１８千円
○児童手当支給事業	 ２３５，９５５千円
○放課後児童クラブ運営事業	 １１，０２８千円
○南那須地区広域行政事務組合病院費負担金	 ８０，２７０千円

○し尿処理対策事業　　　
６７，７６６千円

○ごみ収集対策事業　　　
２０２，１３０千円財政力指数……町の財政上の能力を示す指数で、指数

が高いほど	財源に余裕があるものとさ
れている。

年　度 平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

予算額 7,500,000 8,000,000 7,494,028 8,280,000 9,000,000

年　度 平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

財政力指数 0.453 0.425 0.408 0.404 0.403

（単位：千円：％）

（単位：円）

項　目
会計区分 平成26年度 平成25年度 比較増減 対前年度比率

一 般 会 計 9,000,000 8,280,000 720,000 8.7

特
　
別
　
会
　
計

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 485,000 380,000 105,000 27.6
国 民 健 康 保 険 2,250,000 2,188,000 62,000 2.8
後 期 高 齢 者 医 療 205,000 189,000 16,000 8.5
介 護 保 険 1,714,000 1,568,000 146,000 9.3
下 水 道 事 業 300,000 310,000 △	10,000 △	3.2
農 業 集 落 排 水 事 業 47,000 47,000 0 0.0
簡 易 水 道 事 業 207,000 187,000 20,000 10.7

計 5,208,000 4,869,000 339,000 7.0
企
業
会
計

上　水　道（支出計） 283,501 289,554 △	6,053 △	2.1
東部簡易水道（支出計） 149,094 158,679 △	9,585 △	6.0

計 432,595 448,233 △	15,638 △	3.5
総　　　　　　　計 14,640,595 13,597,233 1,043,362 7.7

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 予備費

合　計

5,568 72,947 107,014 38,732 19,797 16,008

274 492,66658,622182,54541,86949,289

0.40

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

0.42

0.44

0.46

0.48

財政力指数

財政力指数

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

当初予算額
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（単位：千円）
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平成26年度

那珂川町職員
配置一覧

４月１日付けの人事異動に伴い、
職員の配置が変わりました。

※異動（新採用者含む）があった
　職員は青字、○印は昇任者

総務課  ☎92－1111

住民生活課  ☎92－1112馬頭中央保育園  ☎92－2202

大内保育園  ☎92－2257

建設課  ☎92－1118

農林振興課  ☎92－1113

商工観光課  ☎92－1116

会計課  ☎92－1117

馬頭南保育園  ☎92－5480

わかあゆ保育園  ☎96－5221

健康福祉課  ☎92－1119

企画財政課  ☎92－1114

税務課  ☎92－1120

議会事務局  ☎96－2112

環境総合推進室
☎92－1110

健康管理センター
☎92－1188

小川庁舎総合窓口課
☎96－2111

子育て支援センターわかあゆ
☎96－5223

地域包括支援センター
（小川総合福祉センター）

☎96－2161

ケーブルテレビ放送センター
☎92－1121

課長	 益子　　実
課長補佐	 髙林　伸栄
課長補佐（庁舎整備担当）
	 佐藤　裕之
●行政係
　係長	　　　　　　藤田　寿彦
　課付係長　	　　　金子　洋子
　主査　　　　　	　仲野谷智子
　主事　　　　　　	星　　孝範
●管財係
　係長　　　　　　	加藤　博行
　主査　　　　　　	小髙　博史
　主事　　　　　　	秋元　一彦
●消防交通係
　係長　　	　　　　髙野　曜路
　主査　　　	　　　奈良　大輔
　主事　　　　	　　阿久津康史
※広域行政事務組合派遣
　課付課長　　	　　田村　正水
　課付課長補佐　	　髙瀨　敏之
※栃木県市町村課派遣
　課付主事	　　　　藤田　智大

課長　　　　　　	　橋本　民夫
課長補佐（環境担当）	吉住　二郎
課長補佐兼戸籍住民係長
　　　　　　　　　	薄井　桂子
●戸籍住民係
　課付係長　　　　	石井　里子
　主査　　　　　　	藤田　洋美
　主事補	　　　　　小高美奈子
●保険年金係
　係長　　　　	　○大金　典彦
　課付係長　	　　　長家佳奈子
　主事　　　	　　　星　　晴奈
　主事　　　	　　○大金　弘明
●生活環境係
　係長　　　　　　大橋　裕一
　課付係長　　　○佐藤　康隆

主幹兼園長　　　	 鈴木　葉子
園長補佐　　　　	○髙野　弥生
主任保育士　　　　	佐藤　泰子
主任保育士　　	 永森あつ子
保育士　　　　	 　伊藤由紀子
保育士　　　　	 　菊地真祐美
保育士　　　　	 　星　　将司
保育士　　　	 　　安波佐由加
保育士　　　　	 　田代　寿樹
保育士　　　	 　　小口　　歩
主任調理員　　	 佐藤　久江
調理員　　　　	 　川那子和枝

主幹兼園長　　　	○髙野　純子
主任保育士　　　	　薄井　隆子
保育士　　　　	 小泉　　怜
保育士　　　	 　永井　千穂
主任調理員　　　	○髙野美代子

課長　　　　　　　	山本　　勇
課長補佐　　　　　	坂尾　一美
課長補佐（土木建築担当）
　　　　　　　　	　菊池　政広
課長補佐（地籍調査担当）
　　　　			 薄井　　亮
課長補佐兼管理係長		○板橋　文子
●管理係
　課付係長　　　	○川上　　浩
　主査　　　　　　	田代　敏樹
　主事　　　	 　○菊池　　良
●土木建築係
　係長　　　　	　　田邊　康行
　主査　　	 　　菊地　宏明
　技師　　　　	　　深澤　啓太
●地籍調査係
　係長　　	 　熊田　則昭
　主査　　　	　　○岩村美智子
　主事　　	 佐藤　禎晃

課長　　　　　　　	星　　康美
課付課長（農業委員会事務局長
併任）　　　　　	 ○鈴木　真也
課長補佐　　　　　	大森　親久
課長補佐（農地調整担当）（農業
委員会事務局併任）　	藤田　悦子
課長補佐（農政担当）		小室　利雄
課長補佐（農林整備担当）
　　　　　　　　　	益子　泰浩
●農政係　　　　　　　
　係長　　　　	　○鈴木　浩史
　課付係長	　　　　髙野　　恵
　主事　　　	　　　川俣　貴弘
●農林整備係
　係長　　　　　	　久保寺康之
　主事　　　　　	　五月女倫子
　主事　　　　	　　福嶋　雅俊
　主事補　　　	　　佐藤　勇生
●農地調整係（農業委員会事務局併任）
　係長　　	　　　○屋代　正子

課長　　　　　　　	大金　　清
課長補佐兼商工係長	大武　　勝
●商工係
　主査　　　　　　	友田　哲也
　主査　　　　　　	大森　祐城
●観光係
　係長　　　　　	○笠井　真一
　主事　　　　	 ○大金　知織

会計管理者兼課長　	塚原　富太
課長補佐　　　　　	小松　悦子
●会計係
　係長　　　　　　	齋藤　昌代
　主査　　　　　　	佐藤　　武

園長	 　○鈴木　薫子
主任保育士　　　	　大森　尚美
保育士　　　　　	　豊田裕香子
保育士　　　　　	　白石　牧子
主任調理員　　　	　堀江　都子

主幹兼園長　　　	　薄井　啓江
園長補佐　　　　	○大金佳代子
主任保育士　　　	　鈴木　政江
主任保育士　　　	　大金　浩子
主任保育士　　　	　大武　淳子
保育士　　　　	　　天沼　久恵
保育士　　　　	　　久保居厚子
保育士　　　　	　　佐藤　希美
保育士　　　　	　　髙瀬　　弘
保育士　　　　　	　長谷川文香
保育士　　　　　	　佐藤　有加
保育士　　　　　	　岸　佳代子
主任調理員　　　	　岡　　文子

課長　　　	　　　　小川　一好
課長補佐　　	　　　稲澤　正広
課長補佐（子育て支援担当）
　　　　　　　	　　網野　幸恵
●社会福祉係
　係長　　　　	　　渋谷　直樹
　主事　　　	　　　鈴木美裕紀
　主事　　	 　　　大金まり子
●子育て支援係
　係長　　　　　	　谷田　克彦
　保育士　　　　	　髙野　路康
　主事　　　　　	　小林　宏美
●高齢福祉係	
　係長　　　　	　　豊田　博之
　課付係長　　　	　村上　明美
　主事　　	　　　　佐藤　智美

課長　　　　　	 佐藤　美彦
課長補佐　　　　	　田代　喜好
課長補佐（地域振興担当）
　　　　　　　	　　小松　重隆
課長補佐兼財政係長
　　　　　　　	　　深澤　昌美
●企画調整係
　係長　　　　	　　磯野　　大
　主査　　　　　	　露久保　一
●財政係
　主査　　　　	　○笹沼　正嗣
●広報広聴係
　係長　　　　　　	藤浪　京子
　主事　　	　　　○石田千麻紀
●情報管理係
　係長　　　　　　	屋代　真一
　主事　　　　　	　佐藤　洋平

課長　　　　　　　	小室金代志
課長補佐（徴収担当）	笹沼　公一
課長補佐（課税担当）	篠江智恵子
●管理収税係
　係長　　　	　　　星　　善浩
　主査　　　	　　　髙野　愛子
　主事補　　	　　　吉成　裕隆
●住民税係
　係長　　　	　　　小室みどり
　主査　　	　　　　小室　達夫
　主事　　	　　　　川井奈都子
●資産税係
　係長　　　　　　	杉本　　篤
　主査　　　　　　	小髙　　恵
　主事　　　　　	○薄井　里枝
※矢板県税事務所（併任）
　主査　　　　　	　永森　　強

事務局長　　　　	○板橋　了寿
局長補佐兼議事係長
　	 岩村　房行
庶務係長　　	　　　加藤　啓子

室長　　　　　	　　鈴木　雄一
室長補佐　　　	　　沼田　一也
●環境推進係
　係長　	　　　　　加藤美智子
　主事	　　　　　　福田　貴行

課長補佐兼所長　	　立花喜久江
●健康増進係
　係長　　　　	　○益子　利枝
　保健師　　　	　　髙橋　麻紀
　保健師　　　	　　手束　奈津
　管理栄養士　	　　小室　綾恵

課長　　　　　	　○薄井　健一
課長補佐兼福祉係長	藤田　善久
課長補佐兼町民係長	田所　　明
●総務係
　係長　　　　　　	岡　多恵子
　課付係長　　　　	佐藤　郁夫
●町民係
　主査　　　　　　	石塚　章貴
　主査　　　　　　	猪股　倫子
●福祉係
　課付係長　　　	○星　　裕之

主任保育士　　　　	岡　てる子

課長補佐　　　　	　山口　　守
課長補佐　　　	　　秋元千代子
主任保健師　　	　　磯野　律子
主任看護師　　	　　小山田智子
社会福祉士　　　	　立川　正史

課長補佐兼係長　　	江口　義男
●ケーブルテレビ係
　主事　　　　　	 小川　将照

新
規
採
用
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

秋元　一彦
（総務課）

吉成　裕隆
（税務課）

小高美奈子
（住民生活課）

大金まり子
（健康福祉課）

田口　寛崇
（生涯学習課）

白石　牧子
（馬頭南保育園）

小幡　優子
（学校教育課）

佐藤　勇生
（農林振興課）

岡　珠美
（小川幼稚園）
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有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

☆コンポスト肥料・大特価販売中☆

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

☆野菜 ☆花 ☆果樹
☆植木 ☆芝 ☆稲作

 
FM栃木・レディオベリー

『那珂良しラジオ』絶賛

～『有機性堆肥』を作っています～

株式会社ピラミッド
那珂川町芳井4-35

☎0287－96－4550

生涯学習課  ☎96－2116

上下水道課  ☎92－2002

学校教育課  ☎96－2114

課長　　　　　	 ○長谷川幸子
主幹（指導主事）　		 小森　　厚
課長補佐　　　　　	益子　雅浩
課長補佐兼学校教育係長
　　　　　　　　　	坂尾　三穂
●学校管理係
　係長　　　　　　	岩村　照恵
　主査　　　　　　	露久保　諭
●学校教育係
　課付係長	 ブラックバーン	ケビン
　主事補　　　　	　小幡　優子

課長兼馬頭公民館長兼小川公民
館長　　　　　　　	穴山喜一郎
課長補佐　　　　	　大森　新一
課長補佐（生涯学習担当）
	 薄井　和夫
課長補佐
（社会教育主事・指導主事）
　　　　　　	 山口　武彦
●生涯学習係
　係長　　　　　　	星　　　学
　課付係長　　　　	齋藤　貴之
　主事　　　	　　　菊池　明子
●スポーツ振興係
　係長　　　　　	　田角　　章
　主事　　　　	　　藤澤　祐紀
　主事補　　　　	　田口　寛崇

課長　　　　　　　	秋元　彦丈
課長補佐　　　　　	小髙　誠一
課長補佐（水道担当）	関根　　了
●業務係
　係長　　　	　　○仲野谷智弘
　主事　　　　	　　桐花　　瞳
●水道係
　係長　　　	 ○橋本　秀一
　主査　　　　　　	川上　昌之
　主任技術員　　　	菊池　一彦
●下水道係
　係長　　　　　　	横山　和則
　主査　　　　　　	長山　康志
　主事　　　　　	 川上　雅彰

ひばり幼稚園  ☎92－2301

主幹兼園長　　　	○小泉　久美
教頭　　　　　	　○大森美弥子
主任教諭　　　	　　佐藤　尚巳
主任教諭　　　	　　川上　清美
教諭　　　　　	　　加藤　剛史

小川幼稚園  ☎96－2130

園長　　　　　	　　小幡　典子
教頭　　　　　	　○小林　順子
主任教諭　　　　	　髙橋　和子
教諭　　　　　　	　岡　　珠美

小学校・中学校
馬頭小学校　　　	○益子　悦子
馬頭東小学校　　　	小森美千代
小川小学校　　　	　豊田　文子
馬頭中学校兼馬頭小学校（課長
補佐）　　　　　　	 縣　千恵子
小川中学校　　　　	大金　恵子

馬頭郷土資料館
☎92－1103

馬頭広重美術館
☎92－1199

学校給食センター
☎92－2049

主幹兼所長　　	 ○栗田　利行
主査　　　　　	　　竹川久美子

課長補佐兼文化振興係長
　　　　　　	 眞保　昌弘
　主査　　　　　　	菊地　智哉

図書館
馬頭図書館 ☎92－5015
小川図書館 ☎96－2335

課長補佐兼館長　　	星　　文子
課長補佐　　　　　	髙林　和枝
課付係長　　　　　	石井　美帆
司書　　　　　　　	近藤　美幸
主事　　　　　　　	野上　康二

課長補佐兼事務長	 北條　　清
主任学芸員　　　　	長井　裕子
課付係長　　　　　	笠井智恵子

退職者
企画財政課長　　　	藤田　悦男
総合窓口課長	 秋元　誠一
農林振興課付課長併農業委員会
事務局長	 小祝　邦之
学校教育課長	 川和なみ子
議会事務局長	 増子　定徳
生涯学習課主幹兼馬頭広重美術
館長	 　　　　市川　信也
健康福祉課主幹兼馬頭南保育園
長	 　平山　好子
学校教育課ひばり幼稚園教頭
　　　	　　　　　　菊池　幸子
健康福祉課主任保育士（馬頭南
保育園）	 薄井　正子
商工観光課付係長　	木村　　広
健康福祉課主査（地域包括支援
センター）　　　　	 今泉美津子
健康福祉課主任調理員（大内保
育園）　　　　　　	 大野　光江

社会教育主事・指導主事

地域おこし協力隊員

　

那
珂
川
町
の
教
育
の
た

め
に
、
精
一
杯
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
を
元
気
に
す
る
た
め

に
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。（
埼
玉

県
所
沢
市
出
身
）

任
期
満
了
に
伴
う

　
那
珂
川
町
議
会
議
員
選
挙
の

お
知
ら
せ

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等

で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
間

　

４
月
16
日
（
水
）
～

　
　
　

４
月
19
日
（
土
）

●
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
場
所

　

・
馬
頭
期
日
前
投
票
所

　
　
（
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

・
小
川
期
日
前
投
票
所

　
　
（
小
川
公
民
館
）

　

投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方
で
す
。

●
平
成
６
年
４
月
21
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

●
平
成
26
年
１
月
14
日
以
前
に
住

民
票
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続
き
３

カ
月
以
上
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

　

病
院
や
施
設
に
入
院
入
所
中
の

方
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で

町
外
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
町
外
に

滞
在
し
て
い
る
方
は
、
郵
便
で
の

や
り
と
り
と
な
る
た
め
、
お
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
事
前
に
証
明
書
の
交
付
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
、「
郵
便
投
票
証
明
書
」

を
お
持
ち
の
方
の
投
票
用
紙
の
請

求
は
、
４
月
16
日
（
水
）
ま
で
で

す
。
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

告示日　平成26年４月15日（火）

 投票日　平成26年４月20日（日）
　　午前７時～午後８時

投
票
で
き
る
方

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

郵
便
に
よ
る
　
　
　
　

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

障がい名 障がいの程度

両下肢・体幹・移
動機能

１級・２級
特別項症～　
　第２項症

心臓・腎臓・呼吸
器・ぼうこう・直腸・
小腸

１級・３級 特別項症～　
　第３項症

免疫・肝臓 １級～３級

要介護状態区分 要介護５

　

身
体
が
不
自
由
で
投
票
所
に
行

け
な
い
方
で
、
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
事
前
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
、
自
宅
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
２
８
７
（
92
）
１
１
１
１

投票所の名称が
一部変更となります

投票区 変更後 変更前

小川南 小川南体育館 小川南小学校

小川北 元薬利小学校 薬利小学校

　

去
る
１
月
18
日
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
ま
し
た
元
小
川
町

議
会
議
員
加
藤
松
平
氏（
小
川
）

に
、
生
前
の
地
方
自
治
に
対
す

る
功
績
に
よ
り
従
六
位
に
叙
せ

ら
れ
ま
し
た
。（
平
成
24
年
旭

日
双
光
章
受
章
）

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

故
加
藤
松
平
氏
に
叙
位
（
従
六
位
）

広報紙に広告を掲載しませんか？
掲載位置：各ページの下一段
サ　イ　ズ：縦 50㎜×横 88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回  5,000 円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回 10,000 円～
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり
申込期限：掲載希望する月の初日の 40日前
　　　　　※４月 20日までに申し込まれた場合、６月号
　　　　　　から掲載可
　詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
　までお問い合わせください。

山口　武彦
（生涯学習課）

稲垣　侑子
（企画財政課）
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充実の 

感動体験！

青
少
年
海
外
体
験
学
習
報
告

　

平
成
25
年
度
町
青
少
年
海
外
体

験
学
習
は
、
３
月
15
日
か
ら
26
日

ま
で
の
12
日
間
、
米
国
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
21
回
目
の
訪
問
と
な
り
、

生
徒
12
名
（
中
学
生
9
名
・
高
校

生
3
名
）
と
佐
藤
英
夫
団
長
、
事

務
局
２
名
の
総
勢
15
名
の
訪
問
団

は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
滞
在
で
の

８
日
間
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

過
ご
し
、
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
や
学

校
生
活
を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
感
動
や

関
係
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、

生
徒
の
感
想
と
写
真
を
と
お
し
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

僕
に
と
っ
て
こ
の
体
験
は
か
け

が
え
の
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、

学
校
授
業
参
加
、
ピ
ザ
作
り
、
ス

ポ
ー
ツ
ナ
イ
ト
、
そ
し
て
あ
り
が

と
う
パ
ー
テ
ィ
ー
。
毎
日
が
本
当

の
家
族
と
過
ご
し
て
い
る
み
た
い

で
し
た
。一
番
の
思
い
出
は
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
家
族
と
の
生
活
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
僕
た
ち

が
英
語
が
分
か
ら
な
く
て
も
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で
丁
寧
に
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
団
ら
ん
の
時
間
が
何

よ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

優
し
く
し
て
く
れ
た
家
族
と

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
の
人
々
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。T

hank	you!!

　

私
は
、
最
初
ど
き
ど
き
し
な
が

ら
こ
の
派
遣
事
業
に
参
加
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
海
外
で
分
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
が
、
ホ
ー

ス
ヘ
ッ
ズ
の
人
々
は
、
皆
と
て
も

優
し
く
私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。
約
２
週
間
と
は
思
え

な
い
体
験
を
た
く
さ
ん
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
行
か
せ
て

く
れ
た
両
親
と
那
珂
川
町
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ

ん
。

　

最
後
に
、
こ
の
派
遣
事
業
が
こ

れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
と
、
ど

れ
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

す
。

　

最
後
に
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

そ
し
て
事
務
局
の
方
々
の
お
か
げ

で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

12
日
間
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
期
間

を
ひ
と
こ
と
で
表
す
と
「
毎
日
が

楽
し
か
っ
た
」
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
最
中

は
と
て
も
濃
密
な
も
の
で
し
た

が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
あ
っ
と

い
う
間
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期

間
中
で
は
、
学
校
が
一
番
楽
し

か
っ
た
で
す
。
私
の
予
想
と
は
全

く
異
な
っ
た
授
業
ス
タ
イ
ル
や
友

達
関
係
で
驚
き
ま
し
た
。

　

毎
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
た
く
さ

ん
で
し
た
が
、
最
終
日
の
お
別
れ

で
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
自
分
が
ど
れ
ほ
ど
楽
し
ん
だ

か
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

僕
に
と
っ
て
こ
の
ホ
ー
ス
ヘ
ッ

ズ
村
で
の
体
験
は
、
と
て
も
貴
重

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
文

化
の
違
い
で
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
、

土
足
で
家
に
あ
が
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
そ
し
て
シ
ャ
ワ
ー
し
か

な
い
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。
一

番
の
思
い
出
は
、
家
族
と
過
ご
し

た
時
間
で
す
。
い
っ
し
ょ
に
ゲ
ー

ム
や
ト
ラ
ン
プ
、
ジ
ェ
ン
ガ
を
し

ホストファミリーの子供たちと

ホストファミリーとの対面式

歓迎看板

町と村との架け橋を表すケーキ

ホストファミリーへプレゼントバイオリンの演奏ホストファミリーと一緒に

ウェルカムパーティー

大
おお

野
の

　叶
かな

登
と

さん（小川）
馬頭中２年

嶋
しま

﨑
ざき

　結
ゆい

さん（小口）
馬頭中２年

関
せき

谷
や

　陸
りく

さん（小砂）
馬頭中２年

髙
たか

見
み

すなおさん（小砂）
馬頭中２年

平成25年度青少年海外体験学習事業日程表
月　日 地　　　名 日　　　程

３/１５（土） 山村開発センター集合	成田発
山村開発センター・出発式　⇒　成田空港　⇒　ニューヨーク空
港　⇒　ホテルへ

３/１６（日） ニューヨーク⇒	ホースヘッズ村 ホストファミリーと対面、ピザ作り体験、ホストファミリー宅へ

３/１７（月）

ホースヘッズ村

ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、ウェルカムパーティ

３/１８（火） ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、バスケットボールショー観戦

３/１９（水） コーニング市にてガラス博物館見学、ガラス工芸体験

３/２０（木） ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、スポーツナイト

３/２１（金） ネイチャーセンター見学、ペインティング、文化交流、ありがとうパーティ

３/２２（土） ホストファミリーと一緒（フリーデイ）

３/２３（日） ホースヘッズ村⇒	ニューヨーク
ホースヘッズ村　⇒　ニューヨーク（移動）	
タイムズスクエアーで買物

３/２４（月） ニューヨーク ニューヨーク市内見学（自由の女神、国連ビル、セントラルパーク他）

３/２５（火） ニューヨーク発（機中泊）ニューヨーク空港　⇒　成田空港　

３/２６（水） 成田着	山村開発センター解散 成田空港　⇒　山村開発センター着、帰国式

４/２（水） 第 1回事後研修会（サンキューレター作成）

アメリカ
ホースヘッズ村
アメリカ

ホースヘッズ村
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僕
に
と
っ
て
、
こ
の
海
外
体
験

学
習
は
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
、学
校
登
校
、ス
ポ
ー

ツ
ナ
イ
ト
、
そ
し
て
あ
り
が
と
う

パ
ー
テ
ィ
ー
。
ど
れ
も
忘
れ
ら
れ

な
い
大
切
な
思
い
出
で
す
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
は
と
て
も

優
し
く
僕
達
を
受
け
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
お
い
し
い
料
理
を
作
っ

て
く
れ
た
り
、
買
い
物
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
り
…
…
。
英
語
が

よ
く
分
か
ら
な
い
僕
達
に
ゆ
っ
く

り
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
こ
の
体
験
を
生
か

し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
が
で

き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
は
こ
の
派
遣
事
業
に
参
加
し

て
、多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

異
文
化
の
人
た
ち
と
の
交
流
は
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は

と
て
も
多
く
の
人
に
、
や
さ
し
く

接
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
の
中
学
校
で
は
、
髪
形

や
服
装
な
ど
が
自
由
だ
っ
た
り
、

ラ
ン
チ
が
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
と

て
も
広
い
食
堂
で
食
べ
た
り
し

て
、
日
本
の
中
学
校
と
の
大
き
な

違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
体
験
し
た
こ
と
を

学
校
生
活
な
ど
に
、
こ
れ
か
ら
活

か
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
で
の
思

　

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
で
は
、
ピ
ザ
を

作
っ
た
り
、
学
校
へ
行
っ
た
り
、

い
出
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
子

と
遊
ん
だ
こ
と
で
す
。
物
を
作
っ

た
り
、
外
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し

た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

次
に
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
の
人
た

ち
の
優
し
さ
で
す
。
み
ん
な
と
て

も
優
し
く
、
私
た
ち
を
い
つ
も
気

遣
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
日
が
と
て
も
さ
み
し

く
、
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
事

業
に
参
加
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。

ガ
ラ
ス
工
場
に
行
っ
た
り
、
絵
を

描
い
た
り
、
思
い
出
す
と
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
最
初
は
言
葉
の
通
じ
な
い
中

で
不
安
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
気
持
ち
が
伝
わ
る

こ
と
も
多
く
、
い
つ
の
間
に
か
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
買
い

物
を
す
る
時
、
注
文
で
き
た
と
き

の
嬉
し
さ
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
学
校
で
は
授
業
を
受
け
、
日

本
の
教
育
と
の
差
を
大
き
く
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
べ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
関
わ
っ
て
く
れ
た
み
ん
な
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

並
べ
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
つ
け
る

と
何
と
な
く
伝
わ
っ
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村

は
温
か
さ
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
、
た
く
さ
ん

の
新
し
い
体
験
が
で
き
て
、
と
て

も
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

は
温
か
く
優
し
く
迎
え
て
く
れ

て
、
最
後
は
ず
っ
と
こ
こ
に
い
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
、
一
緒
に
お
菓
子
を
作
っ

た
こ
と
で
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
訪
ね
て
、
き
ち
ん

と
お
礼
を
し
た
い
で
す
。

　

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
の
人
は
み
ん
な

と
て
も
優
し
く
、
少
し
し
か
英
語

が
分
か
ら
な
い
私
た
ち
に
何
と
か

伝
え
よ
う
と
、
色
々
な
こ
と
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
そ
れ

に
応
え
る
た
め
に
必
死
で
し
た
。

お
互
い
に
分
か
り
合
お
う
と
す
れ

ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ

る
し
、
ま
た
英
語
が
う
ま
く
な
れ

ば
も
っ
と
楽
し
み
は
広
が
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
村
や
町
の
方
々
、
本
当
に
優
し

い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
た
く
さ

ん
話
し
か
け
て
く
れ
た
学
校
の
先

生
と
生
徒
た
ち
な
ど
、
関
わ
っ
た

す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
は
自
然
豊
か

で
し
た
。
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

た
家
族
は
優
し
く
て
、
簡
単
な
英

語
で
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
、
毎

日
体
調
な
ど
を
気
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。
食
事
は
予
想
通
り
量
が
多

か
っ
た
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を
気

に
し
て
バ
イ
キ
ン
グ
式
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
や
日
本

語
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
が
多

く
て
、
よ
く
「
こ
れ
は
日
本
語
で

何
と
い
う
の
？
」
と
聞
か
れ
ま
し

た
。す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

村
の
人
は
み
な
優
し
か
っ
た
で

す
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ

て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
訪
れ
た
い
で
す
。

　

僕
は
海
外
に
行
く
の
が
初
め
て

で
、
外
国
＝
恐
怖
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
怖
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
の
人
た
ち
は

い
い
人
ば
か
り
で
、
全
部
が
恐
怖

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
は
、

僕
達
を
家
族
の
よ
う
に
受
け
入
れ

て
く
れ
ま
し
た
。
英
語
は
単
語
を

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
１
週
間

は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
初

日
は
あ
ま
り
話
せ
ず
、
話
し
か
け

て
く
れ
て
も
聞
き
取
る
こ
と
が
で

き
ず
、
１
週
間
が
と
て
も
不
安
で

し
た
。
言
語
も
景
色
も
全
て
が
違

う
環
境
の
中
で
戸
惑
う
私
た
ち

を
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
の
み
な
さ
ん

ピザ屋でピザ作り体験ありがとうパーティーで 小学校での文化交流一人ひとりがお礼の言葉を

ガラス工芸体験最後の別れ 芸術家のママ ありがとうパーティーでの文化交流体験自由の女神の前で

地元のテレビ局の取材を受ける

田
た

村
むら

  龍
りゅう

斗
と

さん（健武）
馬頭中２年

福
ふく

田
だ

　紗
さ

生
き

さん（小川）
小川中２年

河
かわ

野
の

　彩
さや

香
か

さん（小川）
小川中２年

田
た

村
むら

　綾
あや

香
か

さん（健武）
那須拓陽高校 2 年

佐
さ

藤
とう

　千
ち

尋
ひろ

さん（小川）
小川中２年

稲
いな

澤
ざわ

日
ひ

奈
な

子
こ

さん（三輪）
大田原女子高校 1 年

高
たか

村
むら

　紗
さ

英
え

さん（小川）
小川中２年

星
ほし

　優
ゆう

妃
き

さん（馬頭）
大田原女子高校１年
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保健師の臨時職員を募集します
募集期間　　３月２７日（木）～４月２１日（月）
　　　　　　※土日・祝日を除く８時３０分から１７時　
　　　　　　　１５分まで
　　　　　　　（郵送の場合は当日消印有効）
資格要件　　保健師免許を有する方
職務内容　　保健事業全般にかかる保健師業務
募集人員　　１名
勤務日・時間　　
　　　　　　月曜～金曜　８時３０分～１７時１５分
　　　　　　　　　　（通勤割増賃金あり）
賃　　金　　日給 ９,６００円
雇用期間　　５月１日～１０月３１日
　　　　　　（更新する場合もあります）

申込書類　
①臨時職員雇用願（那珂川町健康管理センターに

あります）
　　※那珂川町ホームページからもダウンロードで
　　　きます。

　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp
　②資格・免許を証明するものの写し
　◆選考は、書類審査及び面接。
　　（面接は４月下旬を予定）
　◆結果通知は、４月下旬に本人宛通知します。

問い合わせ・申し込み　　
　那珂川町健康管理センター　☎０２８７－９２－１１８８

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

な
か
が
わ
・
子
育
て
・
な
う

　

子
供
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
は
、み
ん
な
の
願
い
で
す
。

様
々
な
情
報
が
飛
び
交
う
今
、
何

が
大
切
な
の
か
を
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ

「
寝
る
子
は
育
つ
、

　
　
　
早
起
き
は
三
文
の
得
」

　

今
、
早
起
き
早
寝
が
大
切
と
言

わ
れ
て
い
る
の
は
、
生
物
的
な
根

拠
が
あ
り
ま
す
。

成
長
と
ホ
ル
モ
ン
の
関
係

　

子
供
の
成
長
に
大
切
な
代
表
的

な
ホ
ル
モ
ン
を
４
つ
挙
げ
て
み
ま

す
。
人
は
、
日
の
出
の
時
間
に
起

き
て
、
体
温
が
上
昇
し
、
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
、
脳
や
体
が
目
覚

め
活
発
に
動
き
始
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
夜
更
か
し
朝
寝
坊
生

活
を
続
け
る
と
、
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
悪
く
な
り
、
脳
や
体
が
十
分

に
目
覚
め
な
い
状
態
で
、
１
日
の

生
活
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
午
前
中

は
ボ
ー
ッ
と
な
り
、
疲
れ
が
と
れ

に
く
く
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
保
育
園
の
お
子
さ

ん
は
、
朝
機
嫌
が
悪
く
、
し
っ
か

り
朝
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
、
元
気

に
友
達
と
遊
ぶ
・
落
ち
着
い
て
生

活
を
送
る
な
ど
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
小
中
学
生
に
な
る
と
授
業
に

集
中
で
き
な
い
な
ど
自
分
の
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

キ
レ
や
す
く
な
る
、
気
が
め
い
る

な
ど
の
症
状
が
現
れ
て
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

夜
型
社
会
…
睡
眠
へ
の
悪
影
響

　

夜
遅
く
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
で
子
供
を
連
れ
て
歩
く
家
庭

を
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、テ
レ
ビ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
を
見

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。実
は
、

夜
の
コ
ン
ビ
ニ
の
光
を
浴
び
た

り
、寝
る
前
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ゲ
ー
ム
・

ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
て
強
い
光
を

浴
び
せ
る
と
、
脳
が
興
奮
し
て
し

ま
い
、
睡
眠
を
促
す
メ
ラ
ト
ニ
ン

の
分
泌
が
抑
え

ら
れ
、
眠
れ
な

く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち

の
成
長
や
発
達
に
は
、
前
に
挙
げ

ま
し
た
ホ
ル
モ
ン
が
し
っ
か
り
と
分

泌
で
き
る
環
境
づ
く
り
「
早
起
き

早
寝
」
が
最
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

早
起
き
早
寝
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
族
一
緒
に
早
起
き
早
寝

②
朝
の
光
を
必
ず
浴
び
る

③
食
事
は
寝
る
２
時
間
前
、
お
風

呂
は
１
時
間
前

④
昼
寝
は
３
時
半
に
は
起
き
ま

し
ょ
う

⑤
夜
遅
く
ま
で
の
Ｔ
Ｖ
・
ゲ
ー
ム

は
や
め
る
（
１
日
２
時
間
ま
で
）

⑥
寝
る
時
間
を
約
束
す
る
（
眠
く

な
れ
ば
寝
る
は
間
違
い
）

⑦
眠
る
と
き
眠
っ
た
あ
と
は
暗
く

す
る
（
テ
ー
ブ

ル
ラ
イ
ト
を
足

元
に
置
く
）

　

で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
試
し
て

み
て
、
早
起
き
早
寝
の
習
慣
を
築

き
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ホルモンの効果 　ホルモン 分泌する時期

目覚めを良くする コルチゾール 日の出の時間に出る

身体や大脳を作る 成長ホルモン
寝てから70分後に出る
早く寝た方が多く出る

気分をおちつかせる セロトニン
メラトニン

朝の光を浴びて出る
起きて14～16時間後に出る

○きらきらベビークラス

　5月の内容は、ママと赤ちゃ
んのお口の健康について学びま
す。赤ちゃんからできるお口の
ケア、産後のママの口内トラブ
ルなど、歯科衛生士さんに相談
してみませんか。
日時：５月20日（火）
　　　午前10時～11時30分
場所：健康管理センター
内容：赤ちゃんとママの
　　　お口のケア
講師：大金あゆ子歯科衛生士
料金・持ち物：
無料、ハンドタオルをご持参く
ださい。

☆マタニティクラス

～ハローベビー！～☆
　妊娠期からママになる準備を
始めませんか。5月の内容はマタ
ニティヨガ。気分の落ち込みや
ストレスの解消のほか、リラッ
クスしたお産をたすけます。こ
の機会にぜひご参加ください。
日時：５月22日（木）
　　　午前10時～11時30分
場所：健康管理センター
内容：マタニティヨガ
講師：益子篤子インストラクター
料金・持ち物：
無料、母子手帳をお持ちくださ
い。

メンバーズらくらく倶楽部
会員募集のお知らせ

　運動を始めたい方、運動をしたい
けれど機会がない方、ぜひ一緒に体
を動かしましょう！
対象：運動に興味のある方で健康
上、運動に制限がない方。
活動内容：エアロビクス（月２回）、
プールでのアクアビクス（４月から９
月の月１回程度）。１年を通して活動
を行っています。
場所：エアロビクスは健康管理セン
ター、プールは町外の施設で行います。
会費：年会費　１５，０００円
　見学・体験もできますのでご希
望の方はご連絡ください。

☆砂場であそびましょう☆
４月１６日（水）　１０：３０～　
　砂を掘ったり、山を作ったりして遊びましょう。
先着：5組　持物：タオル・着替え・飲み物

☆新聞紙であそぼう☆
４月２３日（水）　１０：３０～　
　新聞紙をやぶいたり、丸めたり指先を使って遊び
ましょう。
申込：4月17日(木)まで

☆こいのぼりを作ろう☆
４月３０日（水）　１０：３０～　　　　
　５月５日はこどもの日です。健やかな成長を願っ
て手作りのこいのぼりを作りましょう。
申込：４月25日(金)まで

子育て支援センター わかあゆわかあゆ ☎0287－96－5223

健康管理センターからのお知らせ

☆大好きなママへプレゼント☆
５月７日（水）　１０：３０～　　　　
　「母の日」のプレゼントを作りま
しょう。
申込：５月２日(金)まで

☆散歩に行きましょう☆
５月１４日（水）　１０：３０～　
　天気の良い日はお散歩に行きます。
飲み物とおやつをお持ちください。

◇行事の参加は直接又はお電話でお申し込みく
ださい。行事のない日や午後は予約なしで自由
にご利用できますので気軽にお越しください。

センターは、
0歳から就学前のお子さんが

家族と一緒に遊べる場所です。
親子のふれあい、交流の場、育児相談
の場として気軽にご利用ください。

利用時間　月曜日～金曜日　
9:00～17:00

※事前の申し込みが必要です。たくさんの参加をお待ちしています。

■問い合わせ・参加の申し込み　　健康管理センター　☎０２８７－９２－１１８８
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定期予防接種のお知らせ　　　

　ねんりんピックとは、全国健康福祉祭の愛称です。
　60歳以上の方々を中心として、あらゆる世代の人
たちが楽しみ、交流を深めることができる総合的な
祭典です。平成26（2014）年の第27回大会は、栃木
県で開催します。
　那須烏山市では10月5日に「俳句交流大会」が開
催され、その俳句（募集句）を募集しています。

受付期間　4月1日（火）～5月31日（土）
　　　　　　　　　　　※当日消印有効
年齢区分　
　①高齢者部門　　60歳以上
　②一般部門　　　60歳未満
　③一般部門　　　小学生、中学生、高校生
　　　　　　　　　（ジュニアの部）　

投句方法　
　烏山庁舎、南那須庁舎、保健福祉センターに備付
の「募集パンフレットのはがき」または「募集句投句
用紙」に未発表の作品１人２句（雑詠）を楷書で記
入し、必要事項を明記のうえ送付してください。ジュ
ニアの部については、「募集句投句用紙（ジュニアの
部）」をご利用ください。同様の内容を記載した「官
製はがき」により投句することも可能です。
　　　　　　　　　　あて先・問い合わせ　
　　　　　　　　　　〒321－0526
　　　　　　　　　　那須烏山市田野倉85-1
　　　　　　　　　　那須烏山市健康福祉課内
　　　　　　　　　　ねんりんピック栃木2014　
　　　　　　　　　　那須烏山市実行委員会事務局
　　　　　　　　　　☎０２８７－８８－７１１５

卒業おめでとう！
町内の中学校で３月11日、６小学校で19日に

　　　卒業式が行われました。

乳幼児予防接種

　▼　方法：個別接種
　　　①　町内の指定医療機関（飯塚医院・上野医院・佐藤医院・坂本クリニック・白寄医院・髙野病院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒電話で予約、申し込む。
　　　②　県内予防接種協力医療機関（相互乗り入れ事業協力医療機関）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒電話で予約、申し込む。
　　　③　上記以外⇒事前に手続きが必要となります。健康管理センターへご連絡ください。
　▼　持参するもの：母子健康手帳・予診票　
　▼　対象：予防接種の種類や標準的な接種期間、回数など下記の表で確認して接種してください。
　　※受け方など不明な点は 健康管理センター(☎0287－92－1188) までお問い合わせください。

種　　　類 対　象　者 回　　　　数
ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型） 生後２月～５歳未満 接種開始月齢により異なります
小児用肺炎球菌 生後２月～５歳未満 接種開始月齢により異なります
四種混合(ジフテリア・百日咳・破
傷風・不活化ポリオ)

生後３月～90月（7歳6か月）未満 １期：３回　追加：１回

三種混合
(ジフテリア・百日咳・破傷風)　

生後３月～90月（7歳6か月）未満 １期：３回　追加：１回

不活化ポリオ 生後３月～90月（7歳6か月）未満 １期：３回　追加：１回
麻しん・風しん混合　１期 満１歳～２歳未満 １回

麻しん・風しん混合　２期
小学校就学前１年間
(H20.42.～H21.4.1生まれ)

１回

ＢＣＧ（結核予防） 生後５月～1歳未満 １回
日本脳炎　 満３歳～90月（7歳6か月）未満 １期：２回　追加：１回
子宮頸がん 中学1年生～高校1年生女子 3回

　※秋頃より、水痘が追加される予定。

その他の予防接種

　▼65歳以上の方にはインフルエンザ予防接種があります。詳細は個別に通知します。
　▼70歳以上の方には肺炎球菌の接種費用の助成があります。（秋頃、対象年齢が変更になる予定）

ねんりんピック栃木 2014「俳句交流大会」の俳句を募集します

馬頭中学校

小川中学校

薬利小学校

小川南小学校
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町
で
は
、
中
小
企
業
等
の
商
品
開
発
力
の

向
上
と
デ
ザ
イ
ン
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

宇
都
宮
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ツ
専
門
学
校
の
学

生
の
実
践
的
な
学
習
研
究
を
行
う
た
め
、
企

業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
設
け
、
新

商
品
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
に
取
り
組
む
「
那
珂

川
町
新
商
品
デ
ザ
イ
ン
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
応
募
事
業
者
の
「
星
の
見
え
る
丘

農
園
」
の
新
デ
ザ
イ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
２
月
28
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
デ
ザ
イ
ン
及
び
グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
が
発
表

さ
れ
、
選
考
委
員
会
の
選
定
に
よ
り
、
７
作

品
の
う
ち
１
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

が
３
月
17
日
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
高
齢
者
等
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
関
係
者
と
の
迅
速
で
的
確

な
連
携
に
よ
り
事
故
を
未
然
に
防
い
だ
、
齋

藤
信
一
さ
ん
（
大
那
地
）・
斉
藤
英
光
さ
ん

（
大
那
地
）・
大
武
清
さ
ん
（
小
川
）・
髙
瀬

津
賀
子
さ
ん
（
谷
田
）
へ
福
島
町
長
と
矢
内

会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
見
守
り
隊
メ
ン
バ
ー
の
各
々

の
様
々
な
事
例
・
体
験
談
等
活
動
状
況
の
報

告
、
そ
し
て
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
に
町
と
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
た

帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
の
学
官

連
携
成
果
発
表
会
「
帝
京
大
学
生
の
目
か
ら

見
た
那
珂
川
町
」
が
３
月
22
日
に
小
川
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
自
ら
が
町
に
足
を
運
び
、
町
民
に
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
た
結
果
か
ら
、
那
珂
川

町
の
印
象
や
状
況
、
魅
力
と
課
題
に
つ
い
て

５
名
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
同

学
科
金
子
教
授
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
講
演
「
農
山
村
再
生
の
展
望
～
那
珂
川
町

を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
～
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
の
外
か
ら
の
貴
重
な
意
見
に
、
参
加

し
た
約
70
名
の
方
々
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

真
剣
に
発
表
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

八
溝
山
系
地
域
で
と
れ
た
野
生
の
イ
ノ
シ

シ
の
肉
を
使
用
し
た
「
八
溝
し
し
ま
る
カ

レ
ー｣

の
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
製
品
の
試
作
品

が
完
成
し
、
３
月
20
日
、
馬
頭
高
校
水
産
科

の
生
徒
、県
・
町
職
員
な
ど
約
50
名
が
集
ま
っ

て
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
な
か
が
わ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
会

議
で
、
御
前
岩
物
産
セ
ン
タ
ー
の
塩
澤
孝
子

代
表
が
レ
ト
ル
ト
化
に
つ
い
て
話
し
た
と
こ

ろ
、
馬
頭
高
校
の
田
代
和
義
校
長
が
水
産
科

実
習
場
の
食
品
加
工
機
械
を
使
え
る
と
の
提

案
が
あ
り
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
パ
ッ
ク
か
ら
出
し

て
ご
飯
に
乗
せ
た
カ
レ
ー
を
試
食
し
、「
と

ろ
け
る
よ
う
な
柔
ら
か
さ
」「
臭
み
が
な
く

て
、
旨
い
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　

一
般
国
道
２
９
３
号
馬
頭
バ
イ
パ
ス
の
整

備
で
、
最
後
の
工
事
区
間
が
完
成
し
、
３
月

23
日
に
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

開
通
式
典
は
三
枚
畑
交
差
点
北
側
で
行
わ

れ
、
国
や
県
・
町
、
地
元
地
権
者
な
ど
約

２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い

さ
つ
、
工
事
経
過
報
告
、
来
賓
祝
辞
な
ど
の

あ
と
、
交
通
安
全
祈
願
や
く
す
玉
割
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
は
、
福
田

富
一
知
事
や
県
選
出
国
会
議
員
、
福
島
泰
夫

町
長
な
ど
が
行
い
、
馬
頭
バ
イ
パ
ス
の
開
通

を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、「yosakoi 

那
珂

川
ゆ
め
っ
こ
」
の
よ
さ
こ
い
踊
り
、
小
川
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
式
典
に

華
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
産
業
活
力
大
賞
表
彰
式
が
３
月
12

日
、
栃
木
県
公
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
県
産
業
の
振
興
や
地
域
経
済
、
地
域
社

会
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
企
業
及
び
産
業
関

係
団
体
等
を
表
彰
し
、
県
内
中
小
企
業
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
の
喚
起
を
図
る
も
の
で
、

13
件
の
応
募
の
中
か
ら
厳
し
い
審
査
を
受

け
、
㈱
夢
創
造
（
野
口
勝
明
社
長
）
が
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

㈱
夢
創
造
は
、
温
泉
を
利
用
し
た
ト
ラ
フ

グ
の
養
殖
が
独
自
性
の
高
い
取
組
と
し
て
広

く
注
目
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

視
察
者
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
や
、
温
泉
ト
ラ

フ
グ
と
農
産
物
や
地
酒
等
の
他
の
地
域
資
源

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
複
合
的
商
品
の
開

発
等
も
進
め
て
い
る
ほ
か
、
地
元
高
校
生
の

採
用
に
よ
る
地
域
雇
用
の
確
保
も
行
っ
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
子
ど
も
会
の
指
導
者
・
育

成
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
尽

く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
薄
井
忠
惠
町
青
少
協

会
長
（
小
川
）
が
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
か

ら
表
彰
（
妻
の
イ
ツ
子
さ
ん
が
感
謝
状
）
を

受
け
ま
し
た
。

　

薄
井
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
子
ど
も
会
育

成
会
指
導
員
と
な
っ
て
か
ら
、
子
ど
も
の
健

全
育
成
を
念
頭
に
活
動
し
続
け
、
各
子
ど
も

会
活
動
の
活
性
化
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
員
在
職
中
に
、
国
立
那
須
甲
子
少
年
自

然
の
家
、栃
木
県
立
南
那
須
少
年
自
然
の
家
、

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
等
に
勤
務
し
た
経
験

か
ら
、
自
然
体
験
教
室
を
通
し
て
子
ど
も
達

に
生
き
る
力
を
育
む
活
動
を
重
視
し
た
実
践

を
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
住
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
上
河
原
サ
ン
デ
ー

会
主
催
「
味
噌
づ
く
り
体
験
交
流
会
」
が
３

月
15
日
に
小
川
の
農
産
物
加
工
処
理
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
都
市
部
と
の
交
流
人
口
の

増
加
を
目
的
と
す
る
こ
の
事
業
は
味
噌
づ
く

り
体
験
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
に
地
元
の
料

理
や
町
内
の
観
光
資
源
を
紹
介
す
る
こ
と
で

町
の
様
々
な
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
と
い

う
も
の
で
す
。
今
回
行
っ
た
味
噌
の
仕
込
み

は
、
３
日
間
と
い
う
大
変
手
間
の
か
か
る
作

業
で
す
が
、
同
会
で
は
30
年
前
か
ら
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
方
は
、「
自
分

の
子
ど
も
を
育
て
る
よ
う
に
作
っ
た
。
み
ん

な
で
協
力
し
て
作
る
の
も
楽
し
い
。
自
分
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味
噌
を
い
ろ
ん
な
人
に
自
慢

し
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

星
の
見
え
る
丘
農
園
の

　
　
　

新
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会

学
官
連
携
成
果
発
表
会

「
帝
京
大
学
生
か
ら
見
た
那
珂
川
町
」

レ
ト
ル
ト
し
し
ま
る
カ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

試
食
会

国
道
２
９
３
号
馬
頭
バ
イ
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
通
式

と
ち
ぎ
産
業
活
力
大
賞

　

㈱
夢
創
造
が
特
別
賞
受
賞

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
表
彰

味
噌
作
り
体
験
交
流
会

イツ子さん 薄井忠惠さん
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第56回「こどもの読書週間」

・4月23日から５月12日まで、第56回「こども
　の読書週間」です。
・今年の標語は、
　「いつもいっしょ、本といっしょ。」です。
・ぜひ図書館にお越しください。
　　みんなのおすすめの
　本の展示や、楽しいイ
　ベントを行います。

　
　

俳
　
句

杉
花
粉
煙
霧
と
な
り
て
村
揺
す
る	

松　

野　
　

大
高　

松
竹

福
寿
草
陽
だ
ま
り
に
咲
き
満
ち
に
け
り	

馬　

頭　
　

長
山
紀
美
子

チ
エ
ン
ソ
ー
雪
解
山
に
ひ
び
き
け
り	

矢　

又　
　

菊
池　

君
子

猫
柳
束
で
活
け
置
く
宿
屋
か
な	

	

三　

輪　
　

永
森　

悦
子

コ
ー
ヒ
ー
飲
む
ニ
ン
月
と
い
う
恋
ご
こ
ろ	

久
那
瀬　
　

堀
江　

直
子

常
臥
し
の
那
須
連
山
や
猫
柳	

小　

川　
　

和
泉　

澄
雄

　
　

短
　
歌

祝
詞
読
む
気
持
ち
と
な
り
て
二
分
間
吟
声
張
り
て
賞
を
賜
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　

古
澤　
　

實

若
者
の
蕗
の
と
う
離
れ
危
ぶ
み
て
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
に
挑
む
生
産
者
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩　

田　
　

上
杉　

里
子

車
い
す
の
行
動
範
囲
庭
だ
け
に
生
ひ
し
草
に
も
愛
着
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　

佐
藤　
　

茂

鬼
は
ら
ふ
孫
ら
声
あ
げ
豆
を
ま
く
思
わ
ず
吾
も
仲
間
に
入
る和　

見　
　

小
髙　

歌
子

つ
め
た
き
風
に
深
き
む
ら
さ
き
震
わ
す
る
い
ぬ
ふ
ぐ
り
咲
く
畦
道
続
く

馬　

頭　
　

佐
藤　

節
子

　
　

川
　
柳

こ
い
の
ぼ
り
上
が
っ
ち
ゃ
い
や
よ
消
費
税	

馬　

頭　
　

河
原　

美
之

朝
ド
ラ
に
戦
時
記
憶
が
よ
み
が
え
る	

小　

砂　
　

笹
沼　

季
子

不
自
由
な
手
足
が
昔
恋
し
が
り	

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

他
人
事
じ
ゃ
な
い
無
差
別
の
人
殺
し	

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

た
ら
れ
ば
の
轍
を
踏
ま
な
い
策
を
練
る	

薬　

利　
　

大
嶹　

克
明

国
保
に
は
す
ま
ぬ
と
思
う
医
者
通
い	

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

広
報
文
芸

◇
『
不
良
に
な
り
ま
し
た
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　

弘
美
／
著

◇
『
波
形
の
声
』

長
岡　

弘
樹
／
著

◇
『
ぎ
や
ま
ん
物
語
』

北
原　

亞
以
子
／
著

◇
『
相
も
変
わ
ら
ず
き
り
き
り
舞
い
』

諸
田　

玲
子
／
著

◇
『
立
身
い
た
し
た
く
候
』

梶　

よ
う
子
／
著

◇
『
約
束
の
海
』

山
崎　

豊
子
／
著

◇
『
長
女
た
ち
』

篠
田　

節
子
／
著

◇
『
フ
ラ
ニ
ー
と
ズ
ー
イ
』サ

リ
ン
ジ
ャ
ー
／
著

◇
『
脳
内
麻
薬
』

中
野　

信
子
／
著

◇
『
東
海
道
新
幹
線
運
転
席
へ
よ
う
こ
そ
』

に
わ　

あ
つ
し
／
著

◇
『
地
震
と
独
身
』

酒
井　

順
子
／
著

◇
『
園
児
べ
ん
と
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

り
え
／
著

◇
『
家
庭
の
科
学
』

　
　
　

ピ
ー
タ
ー　

Ｊ
．
ベ
ン
ト
リ
ー
／
著

◇
『
リ
セ
ッ
ト
禁
煙
』

磯
村　

毅
／
著

◇
『
お
か
あ
さ
ん
だ
い
す
き
だ
よ
』

み
や
に
し　

た
つ
や
／
著

◇
『
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
し
ん
が
っ
き
』

ア
ン　

グ
ッ
ト
マ
ン
／
著

◇
『
が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん
』斉

藤　

洋
／
著

◇
『
あ
み
だ
だ
だ
』

谷
川　

俊
太
郎
／
著

◇
『
パ
ピ
プ
ペ
ポ
ー
お
ん
が
く
か
い
』

か
こ　

さ
と
し
／
著

◇
『
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
う
み
を
わ
た
る
』

黒
川　

み
つ
ひ
ろ
／
著

◇
『
と
り
ち
ゃ
ん
せ
か
い
い
ち
の
お
べ
ん
と
う
』

き
む
ら　

ゆ
う
い
ち
／
著

◇
『
記
号
と
マ
ー
ク
・
ク
イ
ズ
図
鑑
』　

村
越　

愛
策
／
監
修

◇
『
縄
文
人
が
ぼ
く
の
家
に
や
っ
て
き
た
ら
！
？
』

山
田　

康
弘
／
著

◇
『
キ
ラ
デ
コ
＆
手
づ
く
り
テ
ク
』

ピ
チ
レ
モ
ン
ブ
ッ
ク
ス
編
集
部
／
編

◇
『
大
研
究
！
保
険
の
す
べ
て
』小

川　

京
美
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.e-to

sh
o
.co
m
/n
a
k
a
g
a
w
a
/p
c/

pc00301.aspx

　

都
道
府
県
の
魅
力
度
ラ

ン
キ
ン
グ
全
国
41
位
。「
日

本
一
影
が
薄
い
」
と
言
わ

れ
る
栃
木
県
の
魅
力
や
自

慢
、
名
物
、
歴
史
な
ど
を
、

至
極
の
あ
る
あ
る
ネ
タ
で

紹
介
。

栃
木
県
地
位
向
上
委
員
会
／
編

宮
下　

す
ず
か
／
著

　

学
校
で
漢
字
を
習
っ
た
す

う
く
ん
。
漢
字
に
は
た
く
さ

ん
の
読
み
方
が
あ
っ
た
り
、

形
を
よ
く
見
る
と
意
味
が

あ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
気
が

付
き
ま
す
。
漢
字
の
魅
力
が

伝
わ
る
お
話
。

『
栃
木
の
お
き
て
』

　 

一
般
書 

　

『
漢
字
だ
い
ぼ
う
け
ん
』

　 

　
児
童
書 

那珂川町
図書館

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

たのしい絵本と紙しばいの会　　  　　
・４月17日（木）午前10時30分～
・５月１日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館	視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

高校生ボランティアのおはなし会　　　
・４月20日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい紙しばいや
絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、切り紙でこいのぼりの飾りを作り
ます。

読　書　会　　　　　　　　　　　　
・５月14日（水）午後２時～
・場所　馬頭図書館		視聴覚室
　テキスト「藤沢周平伝」　笹沢　信／著
　和やかな雰囲気で語り合っています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

婦人ボランティアのおはなし会　　　　
・5月10日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、牛乳パックで「ぴょんぴょんガエ
ル」を作ります。

小川おはなし会　　　　　　　　　 
・５月10日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、「忍者のニンニン☆巻物でありが
とう」を作ります。

馬頭図書館　4月13日～5月17日のお休み

小川図書館　4月13日～5月17日のお休み

日 月 火 水 木 金 土
4/13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 5/1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17

日 月 火 水 木 金 土
4/13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 5/1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館 馬頭図書館
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親学習プログラム指導者研修
参加者募集のお知らせ

　『親学習プログラム』とは子育て
について、親同士が話し合い、交流
しながら、楽しく子育てについて学
ぶ参加型の学習プログラムです。
　上記プログラムを活用して学習支
援を行う指導者を目指してみません
か？お気軽に生涯学習課までお問い
合わせください。
研修期間　6月6日（金）、27日（金）、
7月15日（火）、31日（木）、1月20日
（火）【全５回】
研修会場　栃木県総合教育センター
申し込み締め切り　5月8日（木）
申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎0287－96－2116
女性教育指導者研修
参加者募集のお知らせ

　地域を活性化させるリーダーを目
指してみませんか？お気軽に生涯学
習課までお問合わせください。
研修期間　6月～9月【全7回】
研修会場　栃木県総合教育センター
申し込み締め切り　5月8日（木）
申し込み・問い合わせ　
生涯学習課　☎0287－96－2116
「とちぎネットアンケート」
協力者募集中！

　レストランをリニューアルいたし
ました。皆様のお越しをお待ちして
おります。
プレオープン期間
　　　　4月20日（日） まで
グランドオープン
　　　　4月22日（火）　
問い合わせ　
ゆりがねの湯   ☎0287－92－3023
商工観光課　　☎0287－92－1116

「いわむらかずおさんと
　　親子で絵本をつくろう！」

参加者募集のお知らせ
　絵本作家いわむらかずおさんと
いっしょに、子どもの森で出会った
動物や昆虫などを主人公に、世界に
一つだけの絵本を作ります。
期間
平成26年5月～平成27年３月
　　　　　　　　　　（全10回）
対象と定員
町内在住の小学４年生～６年生と保
護者　10組

（基本的に全ての回に参加できる方）
会場
いわむらかずお絵本の丘美術館、小
川図書館等
（開催日により異なります。）
参加費
親子　2,000円（材料費、保険料等
含む）※全10回を通しての参加費
申し込み
4月30日（水）までに生涯学習課ま
たは馬頭・小川図書館までお申込み
ください。
問い合わせ
生涯学習課　☎0287－96－2116
平成26年度
次世代人材づくり事業
参加者募集のお知らせ

　次代を担う人間性豊かで地域に貢
献する実践的な若者・女性リーダー
を目指します。リーダーに必要な基
本的能力を身につけ、地域の課題に
ついて考えてみませんか。
募集人数　若者・女性25名
応募資格
若者：満18歳以上40歳未満の
　　　男女対象
女性：満30歳以上60歳未満の
　　　女性対象
研修期間　7月～2月　全10回
　　　　　（宿泊研修含む）
募集期間　4月21日（月）～5月23日（金）
申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎0287－96－2116

　那珂川町で生産・加工される商品
及び販売される商品（物に限る）に
ついて、認定申請のあった商品等の
中からお客様の評判の高いものを那
珂川町のブランド認定品として、商
品のイメージアップを図るため、認
定申請を受け付けます。
お客様の認定項目　購入意欲・推奨
意向・独自性・愛着度
認定基準　認定申請された商品を購
入した100人のお客様に評価用紙
（ハガキ）を配布し、お客様からの
回答が30以上あり、回答を点数化
し、20点満点中の平均点数が14点
以上の商品を申請者ごとに２つずつ
認定します。
申請者の要件　町内に事業所を有す
る者で、認定商品の認定を受けようと
する商品を、直接消費者に販売する者
申請受付期間　
平成27年1月30日（金）まで
提出先　商工観光課商工係
認定　
平成27年3月に認定委員会を開催
し、審査の上認定商品を決定します。
問い合わせ　

商工観光課　☎0287－92－1116
自動車事故
（被害・加害・自損を問いません）
に遭われた方へ
期日　
平成26年4月～平成27年3月
毎月第3水曜日　午後1時30分～
場所　馬頭郷土資料館会議室
講師　深澤　福二　先生
受講料　無料
定員　20名（先着順）
申し込み　
馬頭郷土資料館  

☎0287－92－1103
※お気軽にお申込み下さい

平成26年度
那珂川町認定ブランド
認定申請を受け付けます

平成26年度古文書講座・受講生
募集のお知らせ

「いわむらかずおさんと
絵本をつくろう！」

参加者募集のお知らせ

親学習プログラム指導者研修
参加者募集のお知らせ

女性教育指導者研修
参加者募集のお知らせ

「ゆりがねの湯レストラン」
リニューアルのお知らせ

平成26年度
次世代人材づくり事業
参加者募集のお知らせ

　手話取得の困難な中途失聴者、難
聴者のコミュニケーションの手段と
して、要約筆記に必要な技術等の指
導を行うことで、要約筆記者を養成
することを目的として開かれる講習
会です。ぜひこの機会に講習を受
け、那珂川町のために活躍してくれ
ることを期待します。
　なお、講習希望の方は健康福祉課
に申込用紙がありますので、お申込
みください。
期間　
5月17日（土）から12月27日（土）まで
の毎週土曜日（全30回）
時間　午後1時～4時までの3時間
場所　とちぎ福祉プラザ
対象者　要約筆記を目指す県民で、
受講後に要約筆記者として通訳業務
を担う意欲がある人　※パソコン
コース受講者は、ワード・エクセル
入力がある程度できる方
コース及び定員 
・手書きコース　15名
・パソコンコース　15名
※パソコンコース受講者はお使いの
ノート型パソコンを持参してくださ
い。
受講料　無料（ただし、テキスト代
3,300円は自己負担）
申し込み期間　4月25日（金）必着
申し込み・問い合わせ
健康福祉課　☎0287－92－1119

●春季企画展「古代のお守り宝石箱
―たくさんの勾玉をあつめて―」
　栃木県内で発掘された勾玉を展示
します。古代の人々に好まれた形や
石材などが時期によって移り変わっ
ていく様子を紹介します。
会期　4月12日（土）
　　　　　　～6月15日（日）まで
開催場所　県立なす風土記の丘資料館
観覧料金　一般100円、学生50
円、中学生以下は無料
※上記の観覧料で当日に限り、大田
原市なす風土記の丘湯津上資料館も
ご覧いただけます。
休館日　
月曜日（祝日開館）、祝日の翌日　
●5月3～5日は「ちょっと特別な勾
玉づくり」として、普段とは少し違
う色の石を使った勾玉がつくれま
す。期間中定員300人、参加費無料
です。
●4～6月中の毎週土・日曜日（春
季企画展開催中は土曜日のみ）は火
起こし・勾玉づくりが、春季企画展
中の日曜日はガラス玉づくりが体
験できます（イベント開催日は除
く）。参加費は無料です。
●風土記歴史解説員養成講座「古代
なす学入門」受講生募集！
　歴史遺産への関心を高めるために
「古代なす学入門」を開講します。
大人から子どもまでどなたでも参加
できます。那須地域に興味のある
方、ぜひ一緒に学んでみませんか。
対象　
歴史に興味があり、開催する講座に
参加できる方（※小学生以下は保護
者とご参加ください。）
定員  20名（先着順） 受講料　無料
受付期限　4月20日（日）まで
申し込み・問い合わせ
栃木県立なす風土記の丘資料館

☎ 0287－96－3366
FAX 0287－96－3340

県立なす風土記の丘資料館
展示会および関連イベント

のご案内
時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9 :30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

文字放送
13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 ユータと不思議な宇宙の書
18:00 HOW TO サイエンス
18:30

文字放送
19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 この星に生まれて
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

企画番組・文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ

朝まで 文字放送

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

平成26年度要約筆記者
養成講習会開催のお知らせ

★ケーブルテレビ企画番組

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：z0120-227-445

日　付 番　組　名

4/7～4/13 那珂川町の四季

4/14～4/20
みんなで子育て
わんぱく広場

4/21～4/27 小川中学校　入学式

4/28～5/4 馬頭中学校　入学式

5/5～5/11
うた那珂カラオケ
のど自慢！

お知らせ お知らせお知らせお知らせ
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期間　6月10日（火）、11日（水）、13
日（金）、17日（火）、18日（水）、20日

（金）、24日（火）、26日（木）、27日
（金）、７月2日（水）の全10回

各午後2時～3時
場所　南那須B＆G海洋センター
対象　先着30名

住所、年齢制限なし。（幼児
は保護者の付き添え必要）初
心者の水泳、ワンランク上の
クロール・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライを日本水泳連盟公
認指導員及び元国体出場選手
が教えます。

参加費　3,000円（保険料・プール
使用料込み）
持ち物　水着、水泳帽子、ゴーグル
申し込み方法　5月30日（金）まで
に下記へ申し込み。
申し込み・問い合わせ　
那須烏山市体育協会水泳部長　石川

☎090－6115－7582
「

　県では、県民の皆様の意識やニー
ズを把握し、県政に反映させるため、
インターネットを利用した県政に関
するアンケートに御協力いただける
方を募集しています。
　県内在住の満16歳以上の方で、
月１回のアンケートに御協力いただ
ける方は、県ホームページの「とち
ぎネットアンケート」応募フォーム
からお申し込みください。
問い合わせ　
県広報課　☎028-623-2158
ホームページ
http://www.pref.tochigi.lg.jp/c05/
pref/kouhou/iken/anke.html

健康水泳教室
の参加者を募集します

「とちぎネットアンケート」
協力者募集中！

不法投棄現場周辺にかかる
水質分析結果について

（平成25年度第4回年間変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水
質分析結果をお知らせします。
○調査項目　
　健康項目、生活環境項目、その他
○採水日　平成 26 年 2 月 3 日
○採水場所　
　１. 周辺環境水
　（１）投棄地直下河川（２）小口川上流
　２. 投棄現場浸出水
　（３）投棄地下流側観測井
　（４）投棄地内観測井
○調査結果
（１）、（２）はすべて環境基準以下であった。
（３）、（４）において鉛が環境基準を超過して検出
されたが、これまでの調査結果と同程度であった。
　→周辺への汚染拡大の兆候は認められ
ない。

問い合わせ		馬頭処分場整備室那珂川分室
☎０２８７－９２－１４１１
環境総合推進室

☎０２８７－９２－１１１０

＜＜浄化槽設置補助制度をご利用ください＞＞
　町では、家庭から流される生活排水によって、川や水路が汚れないよう
にするために、浄化槽の設置に対して補助金を交付する制度があります。
○浄化槽とは
　生活排水（台所・風呂・洗濯等）とトイレのし尿を併せて処理する
浄化槽です。

○交付対象区域
　公共下水道区域及び農業集落排水区域を除く那珂川町内全域
○対象となる建物
・専用住宅・・・主に住居の用に供する建物
・併用住宅・・・延べ面積の２分の１以上を居住の用に供する建物
・自治公民館・・行政区又は集落を単位とし、自治活動の拠点として集
　　　　　　　　会の用に供する建物

人 槽 区 分 ※１ 規　　　模 補 助 金 額
５人槽 延べ面積 130 ㎡以下 ３３２，０００円
７人槽 延べ面積 131 ㎡以上 ４１４，０００円
１０人槽 2世帯住宅　※２ ５４８，０００円

※ 1　浄化槽を設置する際の人槽区分は規模を基準としていますが、生活の実態
　　　（世帯人数など ) により変更する事が出来る場合があります。
※ 2　２世帯住宅は、浴室及び台所が 2つ以上ある住宅です。

問い合わせ　　上下水道課下水道係　☎０２８７－９２－２００２

し尿・浄化槽汚泥
汲み取り料金改定の

お知らせ !

　４月１日から、し尿・
浄化槽汚泥汲み取り料金
が改正になりました。

◇し尿汲み取り料金（消
費税込み）
・新料金：200 円 /18 ℓ

◇浄化槽汚泥汲み取り料
金（消費税込み）
・新料金：1.00 ㎥当り
　11,500 円の従量制

問い合わせ　
南那須地区広域環境保全
協同組合事務局
㈲那須環境浄化センター
　　☎０２８７－８８－２８８１

お知らせ

ホームステイ：5月9日（金）夕方　～ 11日（日）の昼まで
田 植 え 体 験：5月10日（土）9:30～12:30頃　芳井地内
　　　　　　　日程については変更になる場合がありますのでご了承ください。
問い合わせ・申し込み：那珂川町教育委員会　
　　　　　　　　　　　 生涯学習課　☎０２８７－９６－２１１６
E メール：sgaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申込締切：4月23日（水）

を募集しますホストファミリー
～外国人ゲストを泊めてくれるご家庭～

　県内在住の外国人（大学の留学生や学校の外国語指導者等）の方々と２泊３日、一緒に過ごしてみません
か？外国の方と交流を楽しみたい方、外国語が苦手な方、得意な方、上手になりたい方などなど ･･･ どなた
でも奮ってご応募ください。 　　　　　　　　　　　　※ ほとんどの方が日本語を話すことが出来ます。

ホームステイウィークエンド in 那珂川 2014 春（田植え）

平成 26 年４月から、小川図書館で休日窓口業務を行っています。
　＊小川図書館の開館している土・日に業務を行っています。
　＊祝日や年末年始、図書館の特別休館日には業務を行いませんので、ご注意ください。
　＊業務時間は午前９時から午後５時までです（図書館の開館時間となります）。

休日窓口業務の主な内容は次のとおりです。
　＊文書や物品の収受に関すること。　　　　　　　　＊戸籍等届出書の受領に関すること。
　＊埋葬及び火葬許可書の発行に関すること。　　　　＊火葬場の使用許可に関すること。
　＊各種問合わせや観光案内に関すること。

電話による応対は、次のとおりとなります。
　＊小川図書館（☎0287－96－2335）への電話は、直接対応します。【日直専用ではありません。】
　＊小川庁舎（☎0287－96－2111）等への電話は、本庁舎へ転送となり、本庁舎日直が対応します。
小川図書館の休館日やお急ぎの場合は、本庁舎の日直へお願いいたします。
　＊那珂川町役場本庁舎　那珂川町馬頭４０９　☎０２８７－９２－１１１１

４月から小川図書館で休日窓口業務を行っています。
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う
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ご
え

（
氏
　
名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

鈴
木
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る

真ま

　
純

　
　
　
三
　
輪

　
　
　
　
　
　
容
子

4月1日現在の人口
（住民基本台帳）

	　男　	 9,152 人（－	34）
	　女　	 9,055 人（－	27）
	　計　18,207 人（－	61）
	世帯数		6,111　			（＋	７）

（　）内は前月との比較

お
く
や
み

		

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）		（
住
所
）

小
山
田
加
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（
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口

阿
久
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）　

久
那
瀬
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正
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）　
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）　

大
那
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）　
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）　

小　

川

平
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一
美　
（
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）　

東
戸
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石
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チ
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82
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。
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月
21
日
～
３
月
20
日

　

受
付
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敬
称
略

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

 

■問合　☎０９０－２２２４－３００８
　　　　那須烏山市白久４１０　三尾谷 栄

さかえ介護タクシー
関東運輸局許可事業　関自旅二第1073号

＊要支援・要介護認定を受けている方、車イスをご利用の
方、歩行困難な方ご利用ください！

＊入退院・通院・介護施設等への送迎に、冠婚葬祭の送迎
に、スーパーへの買い物等にご利用ください！
＊福祉タクシー利用券がご利用できます！
＊ご不明な点がございましたらお電話ください！

3月15日から那珂川町コミュニティバス「馬頭烏山線」の時刻が変わりました
光
圀
公
も
花
見
の
た
め
当
時
、
水

戸
領
だ
っ
た
武
茂
郷
（
那
珂
川
町
）

を
訪
れ
て
い
ま
す
。
合
計
九
回
の

武
茂
郷
巡
村
の
内
、
第
六
回
目
だ

け
は
桜
を
見
る
た
め
に
、
通
常
の

巡
村
時
期
と
は
異
な
る
三
月
に
行

い
ま
し
た
。
黒
羽
桜
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場
で
花
見

を
し
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口
の
大
金
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を
食
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川
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舟
で
下
り
帰

路
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と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

光
圀
公
は
黒
羽
で
花
見
を
し
ま

し
た
が
、
本
町
に
も
町
指
定
の
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
桜
を
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じ
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、

多
く
の
美
し
い
桜
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咲
い
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い
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が
あ
り
ま
す
。
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ゅ
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花
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時
に
は
、

桜
と
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花
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美
し
さ
に
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み
る

の
も
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ま
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違
っ
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で
楽
し
い

か
も
し
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ま
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ね
。

　

生
涯
学
習
課

　
　
　

文
化
振
興
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菊
地
智
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桜
と
お
花
見

　

桜
の
き
れ
い
な
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
新
入
生
・
新
社
会
人
の
皆

さ
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は
、
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ら
の
生
活
に
大
き

な
期
待
と
不
安
を
抱
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
桜
の
開
花
と
共
に

素
敵
な
出
会
い
が
あ
る
と
い
い
で
す

ね
。

　

さ
て
、
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私
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本
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を
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花
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す
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ま
ず
桜
の
語
源
で
す
が
、
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説

あ
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ま
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。「
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事
記
」
と
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本
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に
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ま
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の
前
で
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こ
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し
て
平
安
時
代
に
始
ま
っ

た
花
見
は
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庶
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の
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に
も
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時
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一
番
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徳
川
将
軍
家
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桜
に
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熱
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よ
う
で
、
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将
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。

　

ま
た
、
黄
門
様
で
有
名
な
水
戸

観音寺の枝垂桜（町指定、栃木の名木百選）

「まちづくり審議会」公募委員を募集
　町では、地域の均衡ある発展及び住民の連携強
化を図り、住民協働のまちづくりを推進するた
め、町長の諮問機関として「那珂川町まちづくり
審議会」を設置しています。
　町民参加により幅広い町民の皆様の意見を反映
していくために、次により委員として参加してく
ださる方を募集します。
（1）委員の職務　まちづくりの計画の策定や推進に

関する事項について、町長の諮問
に応じて審議し、意見を述べる。

（2）募集人数　４人以内
（3）応募資格　満20歳以上で町内に住所を有し、

会議に出席可能な方
（4）任　期	 委嘱された日から平成28年３月31日
　　　　　　まで

１、運行時刻の変更	
　平成26年３月15日より、ＪＲ烏山駅を発着する電車の時刻が変更となりました。
　それに伴い、ＪＲ烏山駅での発着に接続するため、馬頭烏山線の時刻も同日から変更となっています。
	
２、変更便について 
　下記のとおり変更となっております。　

【山村開発センター発　→　ＪＲ烏山駅行】
土・日・祝日運行 ○ ○ ○
山村開発センター発 6:40 7:20 9:20 11:35 13:00 15:30 17:25 18:25
ＪＲ烏山駅着 7:20 8:00 10:00 12:15 13:40 16:10 18:05 19:05
ＪＲ烏山線発車時刻 7:30 8:26 10:25 12:29 13:59 16:38 18:35 19:28

【ＪＲ烏山駅発　→　山村開発センター行】
土・日・祝日運行 ○ ○ ○ ○
ＪＲ烏山駅発 7:30 8:08 11:10 13:20 15:00 17:20 18:20 19:15
山村開発センター着 8:10 8:48 11:50 14:00 15:40 18:00 19:00 19:55
ＪＲ烏山線到着時刻 7:08 8:02 10:57 13:01 14:32 17:11 18:10 19:07

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　年末年始（12月30日から１月３日）を除く毎日運行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　土・日・祝日は○印便のみ運行

問い合わせ　⇒　那珂川町総務課　　☎０２８７－９２－１１１１
やしお観光バス㈱　☎０２８７－３７－３３３５

（5）応募方法			所定の申込書に必要事項を記入のうえ、
役場企画財政課へ申し込んでください。

　　　　　　	※申込書は役場企画財政課または町
ホームページで入手できます。　　　
※郵送でも受け付けます。

（6）募集期間　４月１日（火）～30日（水）　　　
　※郵送の場合、当日消印有効。

（7）選　考　	応募者多数の場合は、町長が選考し決定。
（8）その他　まちづくり審議会は、公募委員、地域を代

表する方、各種団体を代表する方、識見を有
する方など、20人以内で構成し、年に数回の
会議を予定しております。

（9）問い合わせ　企画財政課　企画調整係
　　　　　　　　		☎	０２８７－９２－１１１４　　
　　　Eメール	kikaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

 ←時刻変更便
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春季特別展　－広重が見た江戸の名所－名所江戸百景展

　徳川家康（1543～
1616）が江戸に幕府を
開き、諸大名に都市整備
の普請を課しました。起
伏の多かった江戸の地を

整備するために大工や左官など様々な人たちが全国か
ら集まり江戸はわずかな年数で数十万人の人口に膨れ
あがりました。その中心に位置しているのが日本橋
で慶長８年（1603）に架けられ、同９年には五街道
（東海道、中仙道、奥州街道、日光街道、甲州街道）
の起点となりました。長さは約50メートルで欄干に
は格式を表す擬宝珠が付けられていました。橋の南詰
の高札場には立札が大小７、８枚立ち、反対側には罪
人の晒し場がありました。北詰には番小屋が置かれ、
東側には江戸の食生活を支えた魚河岸がありました。
橋に左右には問屋、倉庫、商家が並び江戸で一番の賑
わいを見せた場所でした。
　図は雪の降り積もった朝の日本橋周辺を俯瞰してい
ます。近景に魚河岸と日本橋。川には三艘の押送船が
先を急いでいます。橋上には沢山の人々が往来してい
ます。これから江戸城に登城する旗本が馬に乗り足軽
や中間を従え、魚市場で魚を仕入れた棒手振（魚売
り）橋上を渡っています。建ち並ぶ白壁の土蔵先には
一石橋が架けられています。中景の霞みの合間には天
守閣が聳える江戸城、遠景には白く雪景色をした富士
山が見えます。
　今回の展覧会は、安政江戸大地震から１年後に制作
がはじまった揃物で広重の代表作です。江戸の名所を
余すところなく描こうとした広重の意欲作です。広重
は地震の傷跡など全く描きませんでした。江戸の都市
が復興する過程より、復興した江戸の町を描いたので

【会　　期】　前期　４月１８日（金）～５月１８日（日）
【休 館 日】　４月１４日（月）～１７日（木）、２１日（月）
【作品解説】　4月19日（土）午後１時３０分～　※無料
【開館時間】　午前９時３０分より午後５時まで
　　　　　　　　　（但し入館は午後４時３０分まで）

【入館料】　　大　　 人　　７００円（６３０円）
　　　　　　高・大学生　　４００円（３６０円）
　　　　 ※（ ）は２０名以上の団体料金。
　　　　　※中学生以下は無料。
　　　　　（４月１日より７０歳以上の方は大人料金になりました。）
　　　　　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は
　　　　　　半額

第 回103

しょう。再生した江戸の街並みを広重の作品でお楽し
み下さい。

馬頭広重美術館長　市川　信也

歌川広重「名所江戸百景　日本橋雪晴」

川崎・砂子の里資料館蔵　　　　

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

＜5月無料体験・学習日＞5月無料体験 学習日

公文書写は大人から子どもまで学べる教室です！！

指導者：関谷　由紀

連絡先：090－5190－1607
住　所：那珂川町馬頭336
教　科：ペン習字　かきかた  
時　間：月・火曜日 10:00～12:00 
                 14:00～18:00

まずはお気軽に
お問い合せ下さい！！

馬頭中学校

馬頭
小学校

杉浦薬局森川屋

うすい肉屋

床屋

床屋 パーマ屋

さくら市方面

烏
山
方
面

那珂川町教室

とりよし

12日・13日・19日
20日・26日・27日


